
2月号              浦幌神社社報 やすらぎ 短信           平成 30年 2月 1日 

1 

 

    
 

節
分
祭 

二
月
三
日 

 

      

二
月
三
日
は
節
分
で
す
。
こ
の
日
は
、
立
春

の
前
日
に
当
た
り
ま
す
。
日
本
で
は
立
春
を
一

年
の
は
じ
ま
り
と
考
え
、
特
別
な
日
と
し
て
き

ま
し
た
。
立
春
を
迎
え
る
前
日
の
節
分
に
豆
ま

き
を
し
て
鬼
（
厄
災
）
を
祓
う
風
習
が
節
分
の

豆
ま
き
で
す
。
当
社
で
は
節
分
の
日
に
、
節
分

祭
・
厄
除
け
豆
ま
き
神
事
を
行
い
ま
す
。
「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
の
掛
け
声
で
豆
を
ま
き
、
厄

災
を
お
祓
い
し
、
家
内
安
全
を
ご
祈
願
致
し
ま

す
。
皆
様
お
揃
い
で
お
参
り
下
さ
い
。
尚
、
厄

祓
い
は
年
中
受
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
お
早
め

に
受
け
ら
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

                      

紀
元
祭 

二
月
十
一
日 

 

来
る
二
月
十
一
日
、
午
前
九
時
よ
り
、
紀
元

祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。
紀
元
祭
と
は
、
神
武
天

皇
即
位
日
を
国
の
紀
元
と
し
、
そ
れ
を
寿
ぎ
、

国
家
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
祭
典
で
す
。
我
が
国

の
誕
生
を
皆
様
で
お
祝
い
し
、
皇
室
の
弥
栄
を

お
祈
り
致
し
ま
し
ょ
う
。
ど
な
た
で
も
ご
自
由

に
参
列
で
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
列
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

車
祓
い
の
ご
案
内 

 

お
車
の
ご
購
入
に
際
し
、
お
祓
い
を
受
け
ら

れ
、
新
た
に
交
通
安
全
の
志
を
高
め
ま
し
ょ
う
。 

新

車

、

中

古

車

を

問

わ

ず

お

祓

い

致

し 
 

 

ま
す
。
大
型
・
特
殊
車
両
の
お
祓
い
は
、
ご
希

望
で
あ
れ
ば
、
神
主
が
出
張
致
し
ま
す
。 

       

や
す
ら
ぎ
短
信 

平成 30 年  

2 月号  

 

節分祭・厄祓い  

平成 30 年 2 月 3 日・4 日  

 午前 9 時・午前 10 時  

 午後 1 時・午後 3 時  

表記以外の時間をご希望される場合は、

予約にてご奉仕致します。  

豆まきは、3 日のみ行います。  

玉串料 3,000 円・5,000 円・10,000 円  

TEL 015-576-2448 

※厄祓いは年中受付けております。  
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宮

司

の

一

筆 

「
建
国
記
念
の
日
」 

二
月
十
一
日
は
「
建
国
記
念
の
日
」
を
迎
え

る
。
こ
の
日
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
「
建
国
を

し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
養
う
」
日
と
し
て

定
め
ら
れ
た
国
民
の
祝
日
で
あ
る
。
し
か
し
、

近
年
の
あ
る
国
民
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
の
建
国
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
国
民
は
、
二

割
未
満
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
日
本
の
建
国
記
念

日
は
、
紀
元
節
（
き
げ
ん
せ
つ
）
と
も
言
い
、

そ
の
紀
元
と
は
、
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇

の
即
位
に
始
ま
る
。
今
年
は
皇
紀
二
六
七
八
年

を
迎
え
る
が
、
こ
の
年
数
は
、
世
界
で
も
最
古

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
自
国
の
建
国
の
意
義
を
理

解
し
、
国
民
共
に
皇
室
を
尊
び
、
建
国
を
お
祝

い
し
、
国
家
国
民
の
弥
栄
を
お
祈
り
す
る
こ
と

は
、
自
国
へ
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
る
と

思
う
。
戦
後
の
自
虐
史
観
か
ら
脱
却
し
、
日
本

人
と
し
て
の
誇
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
こ

の
日
を
只
の
休
日
と
し
て
過
ご
す
の
で
な
く
、

改
め
て
紀
元
節
の
意
義
を
考
え
、
お
祝
い
す
る

祝
日
と
し
て
過
ご
し
て
欲
し
い
。 

古
神
札
焼
納
祭
斎
行 

 

去
る
一
月
十
五
日
午
前
九
時
よ
り
、
古
神

札
焼
納
祭
（
ど
ん
ど
焼
き
）
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
参
列
者
は
、
一
年
間
、
ご
守
護
頂
い
た
お

札
・
お
守
に
感
謝
し
、
焼
納
の
火
に
あ
た
り
な

が
ら
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の

甘
酒
、
お
汁
粉
の
振
る
舞
い
も
行
わ
れ
、
境
内

が
賑
わ
い
ま
し
た
。 

              

社
殿
内
椅
子
布
カ
バ
ー
を
奉
納 

去
る
十
二
月
三
十
日
、
木
下
幹
子
様
よ
り
、

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
お
礼
参
り
に
併
せ
て
、
浦

幌
神
社
の
殿
内
で
使
用
し
て
い
る
椅
子
の
赤

布
カ
バ
ー
十
六
枚
を
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

            発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

 

     

 

浦
幌
神
社
行
事
予
定 

 

二
月
一
日 

 

月
次
祭 

 

二
月
十
一
日 

紀
元
祭 

 

二
月
十
五
日 

月
次
祭 


